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子どもの姿を“見える化”することで

多様なゴールの

個別最適化を叶えていく



認知特性に合った学習スタイルとは？
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対象生徒ごとの認知特性の傾向

登校 不登校傾向 アクティイブな不登校

入力

出力

入力

出力

入力

出力

体感覚的なインプットと

「話す」「描く」という

アウトプットを好む傾向がある



登校 不登校傾向 アクティブな不登校

学習スタイル

学習効果

学習スタイル

学習効果

学習スタイル

学習効果

学習スタイルと学習効果の傾向

学校 動画視聴 ライブ



学習スタイル・学習効果との関連性

認知特性と学習スタイル 認知特性と学習効果



探究で子どもがオーナシップを持つには？
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動画視聴のメリット

自己調整・選択・決定を希求

認知特性に合わせた学びの利点
（文字からではなく映像から）



ライブ授業のメリット

自己調整・選択・決定を希求

認知特性に合わせた学びの利点
（光・音の調整、活動ベース）

リアルな体験や専門家を希求



特性の把握とマッチングは必要か？
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自分の「学びのクセ」を知る

子どもの認知特性や思考スタイル

の傾向、興味関心や意欲の変遷を

知ることで、その子どもにフィッ

トする多様な学び方を受容し、多

様な観点から評価できる

教員や保護者など子ども本人

自分自身の認知特性や思考スタイ

ルの傾向、興味関心や意欲の変遷

を知ることで、自分にフィットす

る学び方を選び、学習環境を作っ

ていく主体者になる



探究における段階的な学びのレディネス

⑤自己実現欲求：内発的探究

④承認欲求：外発的学習（教科学習）、探究のトライアル

③社会的欲求：信頼関係、帰属意識の構築

②安全の欲求：心理的安全性の担保

①生理的欲求：生理現象の解消

至高体験：探究の没頭化
成
長
欲
求

欠
乏
欲
求

内
的
欲
求

外
的
欲
求

精
神
的
欲
求

物
理
的
欲
求

意欲が下がっている子にとっては

内発的探究はハードルが高いこと！?



自律的な探究のための段階的サポート

心理的
安全性

ない

ある
信頼
関係

外発的
学習

内発的
探究

環境整備

心理カウンセラー、ソー
シャルワーカーなどの専
門機関との連携

家庭環境の整備

保護者のフォローアップ

ラポール形成

信頼できる人間関係の
構築

1対1対応の伴走支援に
よって学習意欲につなが
る糸口を探索

不安の解消とニーズ把握

ニーズ把握

伴走支援による目標設
計と振り返り

スモールステップの足場か
けによる学習機会の創出
と反復

成功体験や社会的役割
を蓄積

セルフモニタリング

興味関心の変遷と探究
状態のモニタリングとフィー
ドバック

興味関心から探究への
接続

探究と教科学習との接
続

探究の
自律化

自己調整・自己決定

持続的探究に必要な環境
を自己選択

意欲状態のモニタリングによ
る自己調整

探究を促進する情報収集と
体系化、およびスキルアップ
へのサポート

ない ない ない ない

ある ある ある



特性と環境との”マッチング”

＋

子どもの”オーナーシップ”

⇩

多様なゴールの個別最適な学び


